


保健所では、 病気や人を傷つける可能性のある動物は愛護施設にも送ら

れず処分されることもある。 さらには、 ペットショップで売れ残った動物たちの

処分は闇業者に委託され目に見えない形で処分される動物もいる、 実際

に環境省でデータ化された数値よりも多くの被害があることは間違いない。

迷惑施設

迷惑施設とは、 社会一般としての必要性は認められている

が、 地域にとっては不都合であるため、 建設や維持管理

において近隣住民との合意形成が難しい施設のことを指

す。 （今回は迷惑施設の中でも愛護センターの計画を行う）

動物愛護センターとは、 保健所から移送さ

れてきた動物たちを一定の期間保護したの

ち、 期間を過ぎた動物たちを処分も行う自治

体が設けている施設。

動物愛護センター

現在、 犬を飼っている家庭は当たり前のようにあり、 犬が散歩して吠えている様子も当たり前の光景である。 ま

た野良猫も同様である。 愛護センターでは、 約 10 ～ 20 匹の動物を飼育し、 動物の管理も行っているため

衛生的であり、 臭いもない。 しかし、 「動物愛護センター」 と呼ぶだけで迷惑施設になりかわり、 市街地では

なく自然豊かな内陸部に立地せざるを得ない。 それでは動物愛護に興味がある人しか足を運ぶことはない。

ゆえに、 動物愛護センターは多くの人に認知してもらうことで動物殺処分減少を願うものの、 地域から閉ざして

いるため、 課題が残っている。 さらに、 殺処分 0 を目指すが愛護団体では抱えきることができず、 新しく受け

皿を用意する必要がある。 そして自治体主体から地域で支える仕組みへと変える必要があるだろう。

そこで、 「愛護を活かす・愛護が見える・愛護を知らせる」 という 3 つの視点で建築的にアプローチを行うことで、

地域と愛護の関係が現在よりも密接な関係にできるのではないかと考えた。 本計画は、 地域から閉ざされてし

まった愛護センターが地域に溶け込むことで、 地域住民が動物愛護に自然と向き合えるような計画を行う。

名前による先入観によって避けられている。

先入観を断つ　ことで新しい建築の可能性を導けないか。

-動物保護先進国ドイツ -

ドイツでは、捨てられた動物などがティアハイムという動物保護施設で暮らし、

飼い主が見つからなくとも一生暮らすことができる。 つまり、 原則として日

本の愛護センターのような殺処分が行われることはない。

- ギリシャ -

ギリシャではとてもユニークな方法で動物の保護を行っている。 保護された

動物は、 予防接種や治療去勢手術がされたのちに街に戻される取り組み

を行っている。 街に戻された動物はそれぞれのびやかに暮らしている。
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管理しきれない現状

殺処分減少の大きな要因として愛護団体への譲渡があげられるが

実際、 愛護団体が抱えすぎて管理しきれず破綻することも多い。 愛

護団体で抱えきれない動物たちはもちろん処分される。 このような情

報は、 世間に広がりにくいため認知されていない。

保健所と愛護センター

愛護センターの動物を活かした活動 海外の愛護センター参考例

愛護団体

殺処分数現状

動物殺処分の推移について、 現状は年々減

少傾向にあり最大約 122 万匹の殺処分を行っ

ていた S49 年に比べて H29 年は約 4 万匹まで

減少している。 しかし、 世界の先進国の中で

見ると決して 4 万匹という数は少なくない。 現

在でも、 平均週 1 回のペースで殺処分がお

こなわれて多額の税金が使用されている。
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■セラピーアニマル ・盲導犬育成

■受刑者

保護された犬や猫は、 職員やボランティアによってセラピーアニマル

や盲導犬に育成する取り組みもあり、 活躍する動物もいる。

保護された犬と受刑者が共に成長するプログラムも取り入れている刑

務所も存在する。 プログラムの効果として受刑者の再犯率が低下し

たことも実証されている。

00- 定義 02- 動物社会問題の現状

01- 背景・目的
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03- 対象地

香川県高松市

香川県の動物社会問題

設計対象地選定

四国の北東部に位置する香川県は全国で最も小さな県で、 人口は

約 97 万人。 高松市の北側には瀬戸内海に面した中心市街地が発

達、 南側には讃岐山脈へと続くのどかな田園風景が広がる。 また、

流通 ・経済における四国の中心的都市として発展を遂げてきた。

香川県は、 犬の殺処分率 ・殺処分数 ・引き取り数が全国最下位

であり、 さらに殺処分率では 2010 年から最下位を記録している。 香

川県では野良犬が多く、 原因としては雨も少なく温暖な気候が動物

の繁殖に適しているからと言われている。 さらに香川県は人口に対す

る犬の飼育率が全国 1位である。

愛護センターを 「愛護を活かす」 「愛護が見える」 「愛護を知らせる」

という機能に分解し、 市街地に組み込む。 様々な状況で多くの人に

保護動物に関わるように、 機能 ・ ターゲット ・ 交通量 ・周辺環境を

考慮した上で 3 カ所に絞る。 （保護動物の個体数より）
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刑務所 ・中央公園 ・高松港 ・高松駅 ・空港 ・学校 ・病院 ...



愛護センターというと迷惑施設。臭い ・汚い ・ うるさいという

連想がされる。 このように、 名前による先入観によって受け入

れがたいものに変わる。 実際には、 保護犬 ・猫は管理され

ているので衛生的である。 この先入観を変える方法を考える。

愛護センターをスケールダウンしたものを分割し､刑務所 ・駅 ・公

園に組み込む。

愛護センターは、 約 10 ～ 20 匹ほどの動物の管理を行い、 ドッ

グランのスペースをもつものもあり、 すべての機能を１つに集約して

いるため規模が大きいものが多い。 そこで、 スケールを下げ、 分

割し公共施設に組み込むことで、 先入観の持ち方を変えさせる。

愛護センター

迷惑施設
犬 ・猫 臭い

汚い

うるさい

殺処分

可哀そう
譲渡大きい

公共施設に組み込むことで、 愛護センター単

体では目立ち嫌がられていたものが、 自然と足

を運ぶ人が愛護センターに接することができる。

存在感を小さくしながら、 街に溶け込むことで多

くの人が接し、 問題に向き合う施設となる。

都市部への移転

類型

機能の分散

市街地 山脈

愛護センター

市街地 山脈

現在、 愛護センターは市街地で

はなく山側に近い内陸部に位置

し、 動物愛護に興味がある人だ

けが足を運ぶ状況にある。

市街地に移転することで、 様々

な人が接して動物社会問題の認

知と協力を得る。 しかし、 迷惑

施設として認知される愛護セ

ンターは住民から反対される。

愛護センター

A

B

C

刑務所

公園

港

公園

散歩
自然 子供

犬 ・猫

愛護センター

ボランティア

かわいい
発見！！

ex. 公園

知らずに足を運ぶ人がボランティアの活動をみつける。

高
松
刑
務
所

中
央
公
園

高
松
駅

人通り 対象者 配置 形状 施設 用途 ストーリー現地

少

多

受刑者

元受刑者

地域住民

学生

観光客

家族

中間

刑務所

公園

港

内部

隣接

景観になじむ

港のアート

組手細工の活用

壁面の利用

刑務所内

地域と刑務所をつなぐ

自然と愛護につなぐ

人と動物をつなぐ

犬猫カフェ

愛護を活かす

愛護が見える

愛護を知らせる

ボランティアの活動拠点

港のアート

学ぶ

飲食

育てる

くつろぐ

触れる

育てる

知る

話し合う

知らせる

呼ぶ

見学

珍しいところにカフェ
ができたらしい。

今日は、 おじいちゃん
と一緒に散歩。

直島に行こう！

保護された数匹の
動物達がいた。

高松港の待合室も
きれいらしい。

保護された犬が PR
活動していた。

地元では、 どんな
ことしてるのかな？

大学生がボランティア
で餌をあげていた。

明日は、私も行きたいな。

保護された犬猫カ
フェだと知った。

店員とお話しすると、 元
受刑者であると知った。

保護された犬は、 受刑
者が育てているらしい。
知らなかったな…。

壁面

04- 計画



05- 高松刑務所

刑務所と地域をつなぐ

愛護を活かす

地域から隔離されている刑務所の外壁を利用して、

保護された犬を開放したドッグカフェ。地域に溶

けた愛護施設の保護動物を活かして「刑務所と地

域の分離」の解決を目指す。時間によって、刑務

所の空間や地域の空間に変化し、朝と夜、受刑者

によって飼育された保護犬が、昼は地域住民と接

することで、間接的に刑務所と地域を緩やかにつないでいく。

そして愛護施設 × カフェ × 刑務所による新しい

顔が刑務所周辺に賑わいを生む。

N
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カフェまでの動線
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朝と夜受刑者が保護犬を飼育を行う。
この時間は、 刑務所として機能する。
受刑者と保護犬が共に成長する。

この時間は保護犬カフェとして地域に開
く。 保護犬に役割を与えることで長期
間の飼育と譲渡促進にも期待できる。

利用空間 利用空間

時間によって刑務所空間と地域

の空間に変化するように時間操

作を行う。 朝に飼育した保護犬

が昼に地域住民に接し、 夜の飼

育の様子がうっすら街路に漏れ

る。 犬を介して間接的に受刑者

と地域住民が接することで、 ゆる

やかに地域と刑務所をつなぐ。

また、 犬と接する受刑者のあた

たかい様子を地域が見守る。

1 2 3 4

無機質で変化のない壁面。 四角の箱の中に四角の箱を置く。 地域と刑務所を緩やかにつなぐ。新しい壁面をつくることで
新しい空間をつくる。

Diagram

Daytime (am9:00~pm6:00)

Daytime (am9:00~pm6:00)Night (pm7:00~pm9:00)

Material 刑務所の外壁に包まれた冷たい空気に対して、 木質の材料を多く
使用することで刑務所らしくない暖かさや賑わい空間を作り出す。Wood×Concrete
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１
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Inner yard

SidewalkPrison

床レベルを歩道から目線ほどに高くすることで、 室内の地窓から中庭が視線に入るように計画した。 昼には保護犬の
走る様子や、 夜には地窓からあふれ出す光の中で受刑者が保護動物の飼育を行っている姿も眺めることもできる。
また、 床レベルの操作から犬の目線となることも狙った。 保護された犬の立場に立って考えるという意味も含めている。

思考経路として愛護施設としてではなくカフェとして認識してもらい地域になじむこ

とが課題である。 そして、 刑務所の壁に新たにできたカフェの存在の認知から

保護動物や活動、 さらには受刑者の役割まで理解してもらうことが目的である。

cafe animal Protection Prisoner



公園に訪れた人が、自然な形でボランティアの活

動を発見することで、興味をもってもらうための

計画。訪れる人もボランティアに関わることので

きる自由参加型施設となる。そして、近隣の香川

大学の学生を中心に、地域住民と共に支える愛護

施設を目指す。

愛護が見える
自然と愛護につなぐボランティアの拠点

06- 高松中央公園

Surrounding 
environment

公園

対象地

駅

学校

拠点までの動線

大通り （車道）
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City Holl

Station

N
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オリーブ：平和・知恵

Design
香川の県木でありながら、平和的な象徴であるオリーブをモチーフとする。

柱と樹の連続性

オリーブの葉の形状

素材 ： ガラス

建物をパーゴラで包む

景色を室内に取り込む

中央公園は市役所や香川銀行本店に囲まれているため、 高層階からの

視線を気にする必要があった。 そのため特徴的な屋根構造と外観で注目

されつつも、 周囲のランドスケープにも気を配る必要がある。 今回は、 屋

根形態を香川の県木であるオリーブの特徴的な縦長の葉の形に寄せた。

視覚的に興味を持ってもらうことで保護動物と触れ合うキッカケをつくる。

建築をパーゴラで包むことで周囲のランドスケープとの一体化を目指した。

高松公園は、 遊具は比較的少なく芝生の広場や親水空間 ・公園を囲

む樹々が特徴的である。 そんな自然豊かな景観を活かせるような建築に

する必要があると考えた。 建築をガラスで包み、 縦横に視線の抜けをつく

ることでヒューマンレベルでの視線で建築が景観の邪魔をしないように計画

した。 さらにガラス越しに見える自然豊かな景観をインテリアまで取り込み、

建築物と景観が一体感をつくった。 また、 見渡しがよくなり、 公園を訪れ

た人たちが一目で活動を認識できる効果も期待できる。

パーゴラの高さをそれぞれ微細に変化をつけることで屋根に動きをつくる。

動きをつけることで建築の硬さを自然のしなやかさにより近づけることを意識し

た。 また、円柱と周囲の樹々との連続性も計画した。 屋根やガラス素材、

円柱を用いながら自然との一体感をより一層高めさせ自然にも動物にも優

しい計画となる。
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１ ： 犬の葉 ２ ： 参加の葉 ３ ： 猫の葉

４ ： 愛護の葉

犬の葉では、 保護犬の管理をしている場所。 参加の葉では、 保護犬の散歩や

飼育を大学生のボランティアを中心に行い、 誰でも自由にボランティアに参加する

ことができる。猫の葉は、保護猫の管理をしている場所。愛護の葉では、ボランティ

アに参加する人が集まり話し合いや動物の譲渡について情報を発信する場として

機能する。高松中央公園は、高松市の市街地の中心地に位置する。 そのため、

多くの人が公園を利用する中で保護動物と出会う。 多くの人が保護動物につい

て知ってもらうためのキッカケの場になる。

早朝、 散歩するおばあちゃんやおじいちゃんが動物のお世話をし、 昼は学生や

働く社会人が様子を伺い、 散歩もする。 夕方は愛護センターの職員や学生達

が中心にお世話をする。 休日には、 イベントなどで遠方から訪れる人達も関れる

環境をつくることで譲渡促進にもつながる。 そして、 地域の住民や学生が中心と

なって、 地域で支える愛護センターとなる。

オリーブの葉をモチーフにデザインしているため、 細長い葉の特徴を取り入れた。

そして、 オリーブの実の位置にはオリーブの樹を配置した。

Olive

Olive

配置図1/400



07- 高松港

人と動物をつなぐアート

愛護を知らせる

愛護を知らせるためには、人を呼ぶ必要がある。

アートの島々へ結ぶ高松港。そんな高松港の待合

室をアートの島々へと繋ぐ始りのアート、終わり

のアートとして保護動物と出会うキッカケをつく

る。高松港のアートは「人と保護動物をつなぐアー

ト」として人を呼び寄せる。デザインは、直島の

SANAA による海の駅に対して木材で応答している。

対象地

駅

高松城

高松港までの動線

航路

大通り （車道）

Surrounding 
environment

Station

Takamatsu Castle

Seto inland Sea: 瀬戸内海N



ETFE フィルム

組手細工

積層木材フレーム

V 字型コンクリート柱

待合室

奥行立面図（北面：西面 ) 

構成ダイアグラム

ETFE フィルムとは、 海岸沿いのテント構造の建築によく用いられる人工繊維膜の素材であ

る。 この素材は防水で半透明の膜で、 外が明るい時間帯にはテント内部に柔らかい光を

届ける。 一方夜には、 内部の光によってランタンのように外をやさしく照らす。 その際、 内

部の構造や組手細工が膜に投影され、 夜のアートとなる。 この薄くて軽い素材が、 全体

のボリューム感を落とし、 建築を軽く見せる。

「組手細工」 とは、 讃岐独自の呼称で、 組子細工の一種である。 香川県で鎌倉時代

から続く伝統工芸の一つでもある。 数ミリほどの木片を、 釘を使うことなく組み付けることで、

様々な幾何学模様をつくる技法である。 今回は積層フレームによる構造を活かしつつ、 そ

の隙間にできた空間に組手細工を応用する。 鎌倉時代からの技術と現代の技術と素材

を混合したアートが誕生する。 幾何学模様は多数あり 2 種類を利用して、 屋根の片面と

反対側に違う幾何学模様も用いることで、 行きと帰りで二つのデザインを楽しむことができる。

積層木材パネルを利用することで、 大断面の大空間を作り出すことが出来る。 規則的斜

めに配置された梁で構成し、 隙間を組手細工で埋めている。

積層木材のフレームを V 字の白いンクリート柱で支える。 連続する柱がリズムをつくり、 V 字

のシャープで下方につれて絞られていく形状が建築全体をすっきりと整える。

木とガラスで包まれた待合室。 上部もガラス屋根のため室内から組手細工を眺めることが

できる。 日中は、 待合室として機能し夜は犬小屋として機能する。

左右対称の建築に照明器具も左右対称に配置することで、 建築に全体性をつくる。 明る

いときには、 テント膜が光を内部に届けるため照明がなくても明るさを保つことができる。 中

央部の空間では、 昼は保護犬とスタッフによって観光客に存在を伝えるためのスペースやイ

ベント時のスペースとして活用される。
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待合室内観パース 組手細工デザイン 中央広場

待合室はガラスで囲まれ、内部から屋根の組手細工を眺めるように計画した。屋根の二種の組手細工のデザインが往路と復路で違うデ

ザインを楽しむことができる。また、二種類用いることで観光客を内側へと誘導させる。待合室越しに正面に見える保護動物をアイストップと

して、興味を促す。そして、現代の技術と鎌倉時代から続く伝統工芸を組み合わせたアートが夜の街をランタンのように灯す。その明かりは

、待合室と保護犬も照らし、観光客に存在を知らせる。
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平面図　1/150 刑務所で受刑者と共に成長した保護犬は港でスタッフと共に

動物愛護についてのPR活動と募金活動を行い、その後の生

涯は中央公園でのびのび暮らす流れとなる。

かつて、愛護団体でも抱えきれない保護動物たちは受け皿が

なく、仕方なく処分され続けた。しかし、このような形で、保護動

物を活かし、地域で保護動物を支え、他に保護動物について

知らせることで受け皿を増やし、殺処分を減らすことが期待でき

る。その時には、さらに抱える保護動物は増えていくだろう。そして

、もっと多くの受け皿が各地で増えていき、地域から都市で支

える愛護に変わっていく。動物愛護が非日常から日常へと変

わる時、自然と保護動物の譲渡が促進されていくだろう。

動物愛護の父-アルバート・クナップ牧師-がこのように言った。

「動物は人間の所有物ではない。人間と同じ痛みを感じる存在である」

新しい飼い主が見つかるまで大切に育てる必要がある。

08- 将来
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